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I討議資料I 上野庸介 「選ばれる街・帯広」 総合政策集

はじめに～十勝とともに成長する中心市・帯広

私たちが暮らす帯広は、広大な十勝平野の中心に位置し、農業、食、医療、教育、産業など

を通じて、十勝全体の暮らしと経済を支える中核都市として歩んできました。市民の日々の生

活も、帯広市だけで完結しているのではなく、十勝の町村や産業、人の営みと深く結びついて

成り立っています。

一方で、人口減少や少子高齢化、担い手不足、限られた財源の中での行政運営など、地域を

取り巻く環境は大きく変化しています。こうした課題は帯広市だけのものではなく、十勝全体

に共通する現実でもあります。これまでも行政、市民、企業、地域がそれぞれの立場で力を尽

くし、まちを支えてきましたが、環境の変化が進む中では、従来の枠組みだけでは地域の力を
十分に活かしきれない場面も増えています。

帯広市は、以下のような方向性をもとに、十勝の中心市として圏域全体の連携を支え、調整

し、 つないでいく役割を担わなければならないと考えています。

I 主な取り組み I
●国の進める 「地域生活圏」の考え方や関連制度を活用し、定住自立圏構想をはじめとする既存

の広域連携を士台に、交通・医療・物流・防災などを面的に支える広域的な取組へと展開する

●高度 医療、教育、文化、行政機能などについて、帯広市が担う役割を整理し、圏域全体の安

心と利便性を支える中核的な拠点機能を強化する

●帯広畜産大学との連携を強化し、農業・食・環境・バイオ・宇宙関連分野等における研究成

果を、地域産業の高度化や人材育成につなげる協働を進める

●農業団体、商工会議所、経済団体、観光団体、金融機関等と連携し、十勝全体の課題解決や

成長の方向性を共有しながら、広域的な取組を推進する

●食、農業、自然、文化など十勝の価値を集約し、国内外への発信や広域連携を担う発信・連

携機能を強化する

●空港、鉄道、道路ネットワ ー クを活かし、人・モノ・情報が十勝全体で循環する基盤づくり

を進める
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こうした役割を果たすためにも、 帯広市は第七期総合計画を基本とし、 このまちに暮らす市

民一人ひとりの生活を守り、 寄り添い、 支えることにより、 市民から 「選ばれる街」であり続

けなければなりません。

ここに暮らす人も、 これから関わる人も、 若者も高齢者も、 障害のある人もない人も、 それ

ぞれが自分なりの目標や大切にしたい暮らしを選び、 その実現に向けて歩んでいけること。 起

業や新しい挑戦だけでなく、 この地域で働き、 家族を支え、 仲間とのつながりを大切にしなが

ら、 日々の暮らしを続けていくことも、 このまちの日常として、 大切なものだと考えています。

一人ひとりの思いや生活を支える環境を整えることが、 結果として、 まち全体の活力や成長

につながっていきます。

この考え方を土台に、 この政策集は 「選ばれる街・帯広」を目指すにあたり、

・市政として大切にしたい考え方を 「 7つの約束」として示し、

•それを実現するための重点的な取組を 「重点政策21」、 さらに、

・日々の市政運営の中で進めていく具体的な行動を 「総合政策集89」

の3つの段階に整理しました。

政策一つひとつは小さな挑戦であっても、 それらがつながり、 循環していくことで、 「選ば

れる街・帯広」、 そして、 「強く、 豊かな十勝」への確かな歩みにつながっていくと考えます。

市民の皆さんとともに、 一歩ずつ前へ進んでいきます。

令和8年1月

上 野 庸 介
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